
重度重複障害児の自発行動を促すポケットオルゴールの開発と汎用化
南九州大学 山之内幹

１．フリーハンドベルでベッドサイド授業（2009）

3．グニグニ棒を絞るBさん（2020）

2．シリコンバーでいろ
いろな形を作るAさん
2011）

固定式ポケットオルゴール 回転式ポケットオルゴール 移動式ポケットオルゴール

障害の重い子が思わず振り向き、触ってみたくなるような玩具の開発を行ってきました。
ポケットオルゴールはフリーハンドベルをぼんやり眺めていて閃いた玩具です。2020年10月
から、コロナ禍で人との接触機会が少なくなった全国の障害児施設、子ども病院、特別支援
学校等の子どもたちへ贈る活動を行っています（2023.9.12日現在 135施設等 937個）。

４．足湯をしなからポケットオル
ゴールを聴く生徒（2021）
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